
デジタルワイヤレス
レシーバー

取扱説明書

DWR-P01DN

お買い上げいただきありがとうございます。

クロスリモートのペアリングをする際に
受信機で送信機の設定を変える際には、必ず免許状に記載された周波数および空中線電力に従った
設定にしてからご使用ください。
＊本機の初期設定は先頭グループの先頭チャンネル（グループ内の最も低い周波数）に設定されて
います。
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特長
DWR-P01DNは、TVホワイトスペース帯、特定ラジオマ
イク専用帯、1.2 GHz 帯を使用した特定ラジオマイクの陸
上移動局の無線設備（A型）、および 806 ～ 810 MHz 帯を
使用した特定小電力無線局ラジオマイク用無線設備（B型）
を 2波受信できるポータブルタイプデジタルワイヤレスレ
シーバーです。

本機には、TVホワイトスペース帯および特定ラジオマイ
ク専用帯（WS帯）モデルが 3種、1.2 GHz 帯モデルが 1
種、 B帯モデルが 1種あります。

WS帯モデル
TVホワイトスペース帯および特定ラジオマイク専用帯
（470 ～ 710 MHz および 710 ～ 714 MHz）に対応したモデ
ルです。
対応する周波数帯により 3つのモデルがあります。

1.2 GHz帯モデル
1.2 GHz 帯（1240 ～ 1252 MHz および 1253 ～ 1260 MHz）
に対応したモデルです。
1つのモデルで 1.2 GHz 帯をフルカバーしています。

B帯モデル
B帯（806 ～ 810 MHz）に対応したモデルです。
アナログワイヤレスとの混在運用や、最大 15 波の同時運用
が可能な CODEC MODE5 を搭載しています。

DWXとは
DWXは、業務用マイクロホンに代表される音作りのノウ
ハウと、安定性に定評のあるワイヤレス伝送技術に、最新
かつオリジナルのデジタルオーディオ技術を融合させたソ
ニーのデジタルワイヤレスマイクロホンシステムです。
DWXは、デジタルならではの高音質伝送に加え、多チャ
ンネル同時運用、暗号化伝送、トランスミッターの状態を
モニターするメタデータ伝送、さらに本線系と別系統の通
信機能をもつことで、レシーバーからトランスミッターを
コントロールするといった、さまざまな革新的ワークフ
ローを実現します。

WiDIF-HPとは
「WiDIF-HP」（WiDIF：Wireless Digital Interface Format、
HP：High Profile）は、ソニーが独自に開発した、システ
ムの核となるワイヤレスのデジタルオーディオインター
フェースです。
これにより、高音質かつ低遅延、そして多チャンネル同時
運用と秘匿伝達を実現しました。

“Cross Remote”とは
“Cross Remote”は、レシーバー本体やレシーバーに接続
されているコンピューターにインストールされたコント

ロールソフトウェア“Wireless Studio”から、トランス
ミッターを監視／制御するためのシステムです。
例えば、衣装の下などに装着されたトランスミッターの設
定変更も、ワイヤレスで簡単に行えます。

混信が少ない免許制A型規格と免許不要の
B型規格
本機は、運用調整により他との混信の心配が少ないA型規
格および免許不要の B型規格に準拠したラジオマイクレ
シーバーです。簡単なボタン操作でチャンネルの切り換え
が可能です。

電池駆動が可能な2チャンネルレシーバー
2 台のトランスミッターの同時運用に対応する、単 3形ア
ルカリ乾電池で駆動するポータブルタイプの 2チャンネル
レシーバーです。チャンネルごとに独立した電源スイッチ
があり、1チャンネルのみの運用もできます。
単 3形アルカリ乾電池 6本で、約 5時間の 2チャンネル受
信が可能です。

アナログ出力・デジタル出力が可能
各チャンネルのアナログ出力に加えて、2チャンネルを
AES3 フォーマットのデジタル信号で出力できます。アナ
ログ出力とデジタル出力は同時に使用できます。

豊富な電源入力
単 3形アルカリ乾電池だけでなく、充電式ニッケル水素電
池やリチウム乾電池も使用できます。さらに、2種類の外
部電源入力端子を持ち、さまざまな運用形態に対応できま
す。

単 3形リチウムイオン充電池は使用できません。

ヘッドホン端子
音声出力をヘッドホンで確認することができます。

周波数スキャン機能を搭載
未使用の電波を探す「クリアチャンネルスキャン」と、使
用中で受信可能なチャンネルを探す「アクティブチャンネ
ルスキャン」の 2種類の周波数スキャン機能を搭載してい
ます。これにより、スピーディーで安全な周波数チャンネ
ルのセッティングが行えます。

4つのオーディオコーデックモードを搭載
使用状況に応じて、オーディオコーデックモードを切り換
えることができます。

◆ オーディオコーデックモードについて詳しくは、「オーディオ
コーデックモードの設定（CODEC MODE）」 （19 ページ）をご
覧ください。

ご注意
特長



多チャンネル同時運用
375 kHz 間隔のチャンネルプランにより、多チャンネル同
時運用を実現します。
また、Bモデルで CODEC MODE5 に設定することで、
250 kHz 間隔でのチャンネル配置が可能です。

◆ 詳しくは、「オーディオコーデックモードの設定（CODEC 
MODE）」 （19 ページ）をご覧ください。

付属キャリングケースによりカムコーダー
への取り付けが可能
付属のキャリングケースを使って、カムコーダーへの取り
付けが可能です。また、付属のショルダーベルトをキャリ
ングケースに取り付けて、肩に掛けて使用することができ
ます。

ポータブルベースユニットに装着が可能
別売りのポータブルベースユニット PB-01 に装着すること
ができます。

◆ B帯モデルを PB-01 と組み合わせて使うときは、PB-01 のバー
ジョン確認が必要です。バージョン情報について詳しくは、ソ
ニーの営業担当者にお問い合わせください。

有機ELディスプレイ
反応が早い有機 EL表示素子（Organic Light-Emitting 
Diode）の採用により、設定状況を鮮明かつ正確にリアルタ
イムで表示することが可能になりました。

各部の名称と働き

上面

a OUTPUT（アナログ出力）1/2端子（XLR）
ミキサーやアンプなどのアナログ入力端子に接続します。
OUTPUT 1 はチューナー1の、OUTPUT 2 はチューナー2
の音声を出力します。

b ANT a/b（アンテナa/b 入力）端子（BNCタイプ）
付属のアンテナを接続します。

c 外部接続端子と端子カバー
別売りのポータブルベースユニット PB-01 に装着する際に、
端子カバーを外して使用します。

d POWER（電源）スイッチ
チューナー 1、チューナー 2の電源を個別にON/OFFでき
ます。

e PHONES（ヘッドホン）端子（φ3.5 mm ステレオミ
ニジャック）

ヘッドホンを接続します。

ボタンとインジケーター

A MENU SELECT（メニュー選択）ボタン
ディスプレイに表示されるメニューの種類を切り換えます。

ボタンとインジケーター
 （5ページ）

ディスプレイ部
 （6ページ）
各部の名称と働き 5
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B ＋または－ボタン
ディスプレイに表示された機能や値を選択します。
＋ボタンを押しながらチューナー 1またはチューナー 2の
POWERスイッチをONにすると、ONにしたチューナー
がクリアチャンネルスキャン機能のスキャン動作に入りま
す。
－ボタンを押しながらチューナー 1またはチューナー 2の
POWERスイッチをONにすると、ONにしたチューナー
がワイヤレスリモートコントロール機能のペアリング動作
に入ります。

C RF（高周波）インジケーター
チューナー 1とチューナー 2それぞれの高周波入力レベル
を表示します。
橙色点灯：80 dBμ以上
緑色点灯：25 dBμ～ 80 dBμ
赤色点灯：20 dBμ～ 25 dBμ
消灯：20 dBμ未満

D ALERT（警告表示）インジケーター
本機に運用トラブルの可能性が発生したときに赤く点灯し
て警告します。
点灯する条件を変更することも可能です。

◆ 警告が発生する具体的な条件や、点灯する条件の設定について
詳しくは、「アラートに関する機能（ALERT FUNCTION サブ
メニュー）」 （17 ページ）をご覧ください。

E POWER（電源）インジケーター
チューナー 1またはチューナー 2の電源が入ると、インジ
ケーターが緑色に点灯します。
本機を電池駆動で使用している場合は、電池残量が少なく
なると点滅します。

F SET（セット）ボタン
ディスプレイに表示された機能を変更したり、調整した値
を決定したりします。

ディスプレイ部

A オーディオレベルメーター
受信したオーディオ信号のレベルを表示します。

B 基準レベルゲージ
基準入力レベルを示しています。

トランスミッターの入力レベル選択機能でマイクレベルを
選択している場合には、－ 58 dBu（－ 60 dBV）を示し、
ラインレベル設定時には＋ 4 dBu を示しています。

C ピークインジケーター
オーディオ信号がひずみ始める 3 dB前で点灯し、過大入力
を警告します。

D 受信機電池残量表示
本機の電池残量を 8段階で表示します。
外部から電源が供給されている場合は、電池アイコンの代
わりに「EXT」と表示されます。
また、電池残量が 30 分以下になると表示が点滅します。
電池残量表示が点滅を始めたら、早めに本機の電池をすべ
て新しいものに交換してください。

電池残量表示が点滅し始める時期は、使用環境によって異
なります。

◆ 電池交換について詳しくは、「電源」 （8 ページ）をご覧くださ
い。

E RFレベルメーター
高周波入力レベルを表示します。入力レベルにより点灯す
るゲージの数が変わります。
1目盛り：10 dBμ以上
2目盛り：20 dBμ以上
3目盛り：30 dBμ以上
4目盛り：40 dBμ以上
5目盛り：50 dBμ以上
6目盛り：60 dBμ以上

F 送信機電池残量表示
受信したメタデータにより、トランスミッターの電池の残
量を 8段階で表示します。
また、電池残量が 30 分以下になると表示が点滅します。
電池残量表示が点滅を始めたら、早めにトランスミッター
の乾電池をすべて新しいものに交換してください。

電池残量表示が点滅し始める時期は、使用環境によって異
なります。

◆ トランスミッターの乾電池交換については、トランスミッター
の取扱説明書をご覧ください。

G QL（受信品質）メーター
受信データの品質をメーター表示します。一定の時間内に
データエラーが多く発生した場合には、バーグラフの高さ
が低くなります。
本機とトランスミッターが離れて RF信号の受信感度が下
がったり、妨害波を受信した場合などに起こる受信信号の
品質の悪化を監視することができます。

メーター画面

ご注意

ご注意
各部の名称と働き



側面

a PHONES VOL（ヘッドホン音量調節）つまみ
モニター音量を調節します。

b モニター出力音声切り替えスイッチ
PHONES端子からの音声を選択します。
1：チューナー 1の音声をL/R両チャンネルに出力します。
1+2：チューナー 1とチューナー 2の音声をミックスし、
L/R両チャンネルに出力します。
2：チューナー 2の音声をL/R両チャンネルに出力します。

c USB端子
市販のUSBキーボードを接続すると、メニュー操作がキー
ボードで行えます。
デジタルワイヤレストランスミッターをUSBケーブルで接
続すると、秘匿通信用の鍵情報を交換することができます。

◆ USBキーボードの使いかたについては、「USBキーボードの使
いかた」 （14 ページ）をご覧ください。

◆ 秘匿通信用の鍵情報交換については、「秘匿通信機能を使う」 
（12 ページ）をご覧ください。

d DC IN 12V（外部電源入力）端子（DCジャック）
DC 9 V ～ 18 V の電源に接続します。
プラグ外径が 5.5 mm、内径が 2.1 mmで、センターマイナ
ス極性のものを使用してください。

e DC IN 12V（外部電源入力）端子（4ピン）
付属のDC電源ケーブルを使って、カムコーダーなどの外
部電源出力に接続します。
DC 9 V ～ 18 V の電圧に対応します。

f WORD SYNC IN（同期信号入力）端子（BNC）
デジタル出力を外部からの同期信号に同期して出力する場
合に接続します。

g AES/EBU OUT（デジタル出力）端子（BNC）
AES3-id フォーマットのデジタル音声信号を出力します。
ミキサーやアンプなどのデジタル入力端子に接続します。

h デジタル出力ON/OFF スイッチ
AES/EBU OUT端子の出力をON/OFF します。

底面

a 電池カートリッジ
単 3形アルカリ乾電池を 6本入れます。

◆ 電池の入れかたについて詳しくは、「電源」 （8 ページ）をご覧
ください。

b 引き抜きフック
別売りのポータブルベースユニットから取り外す際に使用
します。

◆ ポータブルベースユニットからの取り外しかたについて詳しく
は、PB-01 の取扱説明書をご覧ください。
各部の名称と働き 7
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電源

電池で使用する
本機は単 3形アルカリ乾電池 6本で連続約 5時間動作しま
す（使用温度 25 ℃、デジタル出力OFF、ワイヤレスリ
モートコントロール機能OFF、ディスプレイ消灯、ヘッド
ホン未使用で 2チャンネル動作時）。

電池を入れる

1 2 つの取っ手をつまんで同時に中央に寄せながら、電池
カートリッジを引き出す。

2 新しい単3形アルカリ乾電池6本の3と#を確認して入
れ、電池カートリッジを戻す。

電池カートリッジを本体に差し込む際は、本体底面の
△マークと電池カートリッジ右側の△マークの位置を
合わせてください。

電池残量の表示
電池の残量の表示は選択した BATTERY TYPEによって
変わります。BATTERY TYPEと電池の残量の段階につい
ては下記のとおりです。

また、電池残量が 30 分以下になると表示が点滅します。
電池残量表示が点滅を始めたら、早めに乾電池をすべて新
しいものに交換してください。
新しい乾電池は、乾電池に記載されている使用推奨期限を
確認のうえ使用してください。

• 電池残量表示が点滅し始める時期は、使用環境によって
異なります。

• BATTERY TYPE機能でTYPE1を選択した場合、新品の
特定のメーカーのアルカリ単 3形乾電池を基準に電池の
残量表示をします。その他の種類の電池や他社製の乾電
池、新しくない乾電池などでは正しく残量表示ができな
いことがあります。アルカリ単 3形乾電池以外の電池を
ご使用の場合には、BATTERY TYPE 機能で電池の種類
を選択してください。

• 充電式ニッケル水素電池は充放電回数を重ねると、電池
の性能が低下して残量表示が合わなくなる場合がありま
す。

• 長時間続けてお使いになるときは、新しい乾電池と交換
することをおすすめします。

• 本機を使用して充電することはできません。

◆ BATTERY TYPE 機能の設定について詳しくは、「電池の種類
設定（BATTERY TYPE）」 （16 ページ）をご覧ください。

外部電源で使用する
外部電源（DC 9 V ～ 18 V）で使用する場合は、付属のDC
電源ケーブルを使ってカムコーダーと接続するか、バッテ
リーをDC IN 12V端子のDCジャックに接続します。
外部電源が入力されると、電池の有無に関わらず外部電源
動作になります。また、外部バッテリーの残量が無くなっ
たとき、電池が装着されていれば自動で電池駆動に切り替
わります。

外部電源の表示
外部電源が接続されると、電池残量表示の代わりに
「EXT」と表示されます。

BATTERY TYPE 電池残量の段階

TYPE1 8 段階

TYPE2 5 段階

TYPE3 5 段階

ご注意
電源



準備

キャリングケースを使う
カムコーダーに本機を取り付けて使用するときや、屋外で
使用するときには、あらかじめ本機を付属のキャリング
ケースに入れておきます。また、キャリングケース側面の
ゴム部分に、外した端子カバーをしまっておくことができ
ます。

カムコーダーに取り付ける
リチウムイオンバッテリーパックでカムコーダーを使用す
る場合は、別売りのマウント金具（A-8278-057-B）と付属
のマウントプレートの両方を使って取り付けます。マウン
トプレートから本機を取り外すには、プレート上のレバー
を押します。

キャリングケースに取り付けられたVシューの左右位置
は、3段階で変更できます。カムコーダーに対する本機の
左右方向の位置を変更したい場合は、一旦Vシューをキャ
リングケースから取り外し、別のネジ穴に取り付け直しま
す。

Vシューを取り付ける際には、落下の危険を避けるため上
下の向きに注意して、3本のねじを確実に締めてください。

ショルダーベルトを使う
付属のショルダーベルトをキャリングケースに取り付ける
ことで、本機を肩から下げて使用できます。

1 ショルダーベルトをキャリングケース側面の金具に通
す。

2 ショルダーベルトをストッパーに通して長さを調節し、
ベルトを引いて固定する。

本機

Vシュー

マウントプレート（付属）マウント金具（別売）

ご注意

ストッパー
準備 9



10
ショルダーベルトの取り付け後は、ベルトを引っ張り、脱
落しないことを確認してください。

ワードクロックシンクとオーディオの
接続
本機と他の機器をデジタルオーディオ接続して正しく運用
するためには、本機のAES/EBU出力を接続する機器にサ
ンプリングレートコンバーターが搭載されているか、本機
のWORD SYNC IN 端子にマスターワードクロック信号を
入力して同期する必要があります。
マスタークロック信号を入力して同期するシステムには、
次の 2種類があります。

システム例1
マスターワードクロック信号をT型 BNC分岐端子で分配
するシステムです。
いずれか一台を終端設定する必要があります。

◆ 終端設定の方法について詳しくは、「同期信号の終端（WORD 
SYNC 75ohm）」 （16 ページ）をご覧ください。

• 本機の電源をOFFにすると、終端は開放されます。
• 接続する台数が多い場合には、カスケード接続はおすす
めできません。ワードクロック分配器の使用をおすすめ
します。

システム例2
マスターワードクロック信号を分配器で分配し、それぞれ
の機器に接続するシステムです。すべての機器を終端設定
します。

受信チャンネルの設定
本機には混信を起こさないチャンネルの組合せ（グループ）
が用意されています。同一エリア内で、複数台のワイヤレ
スマイクやトランスミッターを同時に使用（多チャンネル
同時運用）するには、電波の混信を避けるため、同一グ
ループ内のチャンネルを使用する必要があります。

周波数帯域 /グループ /チャンネルを
選択する
以下の手順で周波数帯域（BAND）、グループ（GP）およ
びチャンネル（CH）を設定します。

◆ 各周波数帯域に含まれるグループとチャンネルについて詳しく
は、CD-ROMに収録されている周波数リストをご覧ください。

◆ メニュー操作の方法について詳しくは、「メニューの基本操作」 
（15 ページ）をご覧ください。

1 MENU SELECTボタンを押して、RX1/RX2 メニュー
を表示させる。

2 WS帯モデル、1.2 GHz帯モデルの場合：
＋または－ボタンを押して、BAND画面を表示させ
る。
B帯モデルの場合：
手順 6に進む。

3 設定項目が点滅するまで SETボタンを長押しする。

4 ＋または－ボタンを押して、周波数帯域を選択する。

5 SET ボタンを押して決定する。

6 ＋または－ボタンを押して、GP/CH画面を表示させ
る。

7 設定項目が点滅するまで SETボタンを長押しする。

8 ＋または－ボタンを押して、グループを選択する。

9 SET ボタンを押して決定する。

点滅がチャンネル表示に移動します。

ご注意

ご注意

75Ω終端
OFF

75Ω終端
OFF

75Ω終端
OFF

75Ω終端
ON

マスターワードクロック

75Ω終端
ON

75Ω終端
ON

75Ω終端
ON

75Ω終端
ON

ワードシンク分配器

マスターワードクロック
受信チャンネルの設定



10 ＋または－ボタンを押して、チャンネルを選択する。
11 SET ボタンを押して決定する。

ワイヤレスリモートコントロール機能が動作している場
合：
本機のBAND/GP/CH 設定を変更すると、本機にペアリン
グされているトランスミッターに BAND/GP/CH 設定を送
ることができます。

本機で設定した受信チャンネル（CH）が、トランスミッ
ター側でワイヤレスリモートコントロール機能との併用を
禁止されているチャンネルの場合は、UNMATCH画面が
表示されます。
その場合は、本機の受信チャンネルを変更してください。
禁止チャンネルを使用したいときは、トランスミッターの
メニューで REMOTEをOFFにして禁止チャンネルを解
除し、手動でトランスミッターのチャンネルを設定してく
ださい。

多チャンネル同時運用が考慮されていない
グループについて
グループALL、グループ 00、TVチャンネルがグループ名
になっているグループ、グループ 1.2L、1.2M、1.2H は、混
信に対する考慮はされていません。

◆ 多チャンネル同時運用を行う場合は、付属の CD-ROM「DWX 
Series」に収録されている周波数リストをご覧ください。

同一グループ /チャンネルの隣接使用につ
いて
仕切りや障害物がなく互いが見通せる広い場所で、2か所
（2システム）以上を同一グループ、同一チャンネルで使用
する場合は、混信を避けるため、目安としてシステム間の
距離を 100m以上離してください。

アクティブチャンネルスキャン機能を
使う
GP/CH選択機能で選択されている GP（グループ）内の周
波数リストからソニーのデジタルワイヤレスの電波を探し
ます。

検知する電波の条件
• ソニーのデジタルワイヤレス信号であること
• 秘匿通信設定が合っていること
• オーディオコーデックモードの設定が一致していること

1 MENU SELECT ボタンを押して、RX1/2 メニューを表
示させる。

2 ＋または－ボタンを押して、ACT CH SCAN画面を表
示させる。

3 設定項目が点滅するまで SETボタンを長押しする。

4 ＋または－ボタンを押して、YES を選択する。

スキャンが始まります。ソニーのデジタルワイヤレス
の電波を検出したら、周波数を表示してスキャンを停
止します。
NOを選択すると、スキャン機能を終了します。

5 音声を確認し、検出された電波を受信するときは、＋
または－ボタンを押して SETを選択し、SETボタン
を押す。

別のチャンネルを探す場合は、＋または－ボタンで
CONTINUEを選択し、SETボタンを押してください。

グループ内の周波数を 2周探してもソニーのデジタルワイ
ヤレスの電波が見つからなかった場合は、スキャンを終了
します。

クリアチャンネルスキャン機能を使う
電波がなく、他の無線機器が使用していないチャンネルを
探す機能です。この機能を使うとワイヤレスマイクを使う
ことができる空きチャンネルを簡単に探すことができ、混
信を避けた設定が可能です。
GP/CH選択機能で選択されている GP（グループ）に登録
されている周波数の中から空きチャンネルを探します。
なお、以下の手順のほかに、＋ボタンを押しながらチュー
ナー 1またはチューナー 2の POWERスイッチをONにす
ることでも、ONにしたチューナーのクリアチャンネルス
キャン動作を開始できます。

1 MENU SELECTボタンを押して、RX1/2 メニューを表
示させる。

2 ＋または－ボタンを押して、CLR CH SCAN画面を表
示させる。

3 設定項目が点滅するまで SETボタンを長押しする。

4 CLR CH SCAN画面で、＋または－ボタンを押して、
YES を選択する。

スキャンが始まります。電波のないチャンネルを検出
したら、周波数を表示してスキャンを停止します。
NOを選択すると、スキャン機能を終了します。

ご注意

ご注意
受信チャンネルの設定 11
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5 検出されたチャンネルを使用するときは、＋または－
ボタンを押して SETを選択し、SETボタンを押す。

ワイヤレスリモートコントロール機能が動作している
場合は、トランスミッターに GP/CH設定を送ること
ができます。

別の空きチャンネルを探す場合は、＋または－ボタン
でCONTINUEを選択し、SETボタンを押してくださ
い。

• グループ内の周波数を2周探しても電波のないチャンネル
が見つからなかった場合は、スキャンを終了します。

• 本機で設定した受信チャンネル（CH）が、トランスミッ
ター側でワイヤレスリモートコントロール機能との併用
を禁止されているチャンネルの場合は、UNMATCH画
面が表示されます。
その場合は、本機の受信チャンネルを変更してください。
禁止チャンネルを使用したいときは、トランスミッター
のメニューで REMOTEをOFFにして禁止チャンネルを
解除し、手動でトランスミッターのチャンネルを設定し
てください。

秘匿通信機能を使う
ソニー製デジタルワイヤレストランスミッターで暗号化さ
れた信号を受信します。秘匿通信機能を使うと他者からの
盗聴を防ぐことができます。
秘匿通信機能を使用する場合には、次のいずれかの方式を
選択します。
暗号鍵方式（SECURE KEY）：トランスミッターで自動的
に作られる暗号鍵をトランスミッターとレシーバーの双方
で使用し、1対 1での秘匿通信を行う方式
パスワード方式（PASSWORD）：ユーザーの決めた 8文
字までのパスワードを、複数台のトランスミッターとレ
シーバー（本機）に設定できる方式。グループでの秘匿通
信が可能です。

トランスミッターとレシーバー（本機）の秘匿通信機能設
定は同じ方式に設定してください。

暗号鍵方式を使う
トランスミッターとレシーバー（本機）の 1対 1の秘匿通
信を行うときに設定します。
外部から読むことのできない暗号鍵をトランスミッター内
で自動生成し、USB機能やワイヤレスリモートコントロー
ル機能を使用してレシーバーに転送することで秘匿通信を
行います。
トランスミッターとレシーバー（本機）の暗号鍵は、暗号
鍵の転送時に毎回新たに自動生成されるので強固な秘話伝
送が可能です。 
トランスミッターとレシーバー（本機）の暗号鍵は電源
OFF時にも保持されます。一度電源をOFF にしてから運
用を再開する場合でも、前回と同じ秘匿通信が可能です。

1 レシーバーの準備

1本機のENCRYPTION画面（RX1/2 メニュー）で、
設定項目が点滅するまで SETボタンを長押しする。

2＋または－ボタンを押してSECURE KEYを選択し、
SETボタンを押す。

2 トランスミッターの準備

暗号鍵の転送を行うトランスミッターを SECURE 
KEYに設定します。

◆トランスミッターの操作方法は、トランスミッターの取扱
説明書をご覧ください。

ご注意

ご注意
秘匿通信機能を使う



3 暗号鍵の交換

本機の暗号鍵交換方法の選択画面でUSBまたは
REMOTE（ワイヤレスリモート）を選択し、暗号鍵を
交換します。
ワイヤレスリモートコントロール機能がOFFの場合
は、REMOTE は選択できません。

USBを選択した場合
USBケーブル（別売）とUSB アダプターケーブル
（トランスミッターに付属）で、トランスミッターとレ
シーバー（本機）を接続します。

USB 接続すると、自動的に暗号鍵が交換され、暗号鍵
方式の秘匿通信が始まります。USBケーブルを外しま
す。

REMOTE（ワイヤレスリモート）を選択した場合
本機とペアリングのできているトランスミッターを探
索します。
トランスミッターを発見すると暗号鍵が交換され、暗
号鍵方式の秘匿通信が開始されます。

パスワード方式を使う
複数のトランスミッターと複数のレシーバー（本機）の組
合せで秘匿通信を行うときに設定します。
ユーザーの決めた同一のパスワードがトランスミッターと
レシーバー（本機）に設定してあれば、音声の復調が可能
です。複数のトランスミッターと複数のレシーバー（本機）
をグループとして運用したり、1台のトランスミッターを
複数のレシーバー（本機）で同時に受信するときに便利で
す。

1 本機のENCRYPTION画面（RX1/2 メニュー）で、設
定項目が点滅するまで SETボタンを長押しする。

2 ＋または－ボタンを押して、PASSWORDを選択し、
SETボタンを押す。

3 本機で最大 8文字のパスワードを入力する。

+：文字リストが表示されます。＋または－ボタンで
希望の文字を選んで SETボタンを押すと、現在のパス
ワードの最後に文字が追加されます。
－：現在のパスワードの最後の文字を削除します。
SET：設定した文字を決定します。パスワードの編集
が終わったら、SET ボタンを押して決定します。パス
ワードの途中に文字を挿入したり、途中の文字を削除
することはできません。

4 トランスミッターの秘匿通信機能設定を PASSWORD
に設定する。

5 トランスミッターに本機と同じ最大8文字のパスワード
を設定する。

◆トランスミッターの操作方法は、トランスミッターの取扱
説明書をご覧ください。

パスワードは定期的な更新をおすすめします。

USBケーブル

USB
アダプター
ケーブル

ご注意
秘匿通信機能を使う 13
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USBキーボードの使いか
た
市販の日本語 106 USB キーボードを本機に接続すること
で、ディスプレイ上のメニュー操作、秘匿通信機能設定時
のパスワードの入力ができます。
本機のUSB 端子はMicroUSB 端子です。キーボードとの
接続には、トランスミッターに付属しているアダプター
ケーブルを使用してください。

メニュー操作を行うには
USB キーボードを使用して、本体のボタン操作と同様の操
作が行えます。
本体ボタンとUSBキーボードの対応は、下記のとおりで
す。

文字を入力するには
秘匿通信機能設定時のパスワード入力をUSBキーボードで
行えます。
USBキーボードで入力できる文字：
0、1、2、3、4、5、6、7、8、9、A、B、C、D、E、F、G、
H、I、J、K、L、M、N、O、P、Q、R、S、T、U、V、
W、X、Y、Z
特殊キー：Back space（BS）、Delete（DEL）

• キーボードの 10 キー部は使用できません。
• USBハブやポインティングデバイスなどの機能を持った
多機能キーボードは接続できません。

• 接続したキーボードの電源は、本機のUSB 端子から供給
されます。電源容量は 100mA です。それ以上の消費電
流を必要とするキーボードは接続できません。

• キーボードを接続したままで放置しないでください。本
機の電池が早く消耗します。

• 文字編集は、文字キーとBS、DEL、Enter キーで行って
ください。

メニューの表示と詳細設
定

メニューの構成と階層

メニューの構成
本機のメニューには次の 3種類があります。

ユーティリティーメニュー
有機 ELディスプレイの設定機能などが含まれるメニュー
です。

RX1/RX2（チューナー1/2）メニュー
チューナーを設定する機能が含まれるメニューです。

TX1/TX2（トランスミッター仮想1/2）メニュー
本機（チューナー 1またはチューナー 2）と通信している
トランスミッターの現在の設定が確認できます。

本体ボタン USBキーボード 

MENU SELECT ←　→

SET Enter

＋ ↑

－ ↓

ご注意

USBアダプターケーブル
USBキーボードの使いかた / メニューの表示と詳細設定



メニューの階層 メニューの基本操作

1 MENU SELECTボタンを押して、設定または変更した
いメニューを選ぶ。

ボタンを押すごとに、メーター画面、RX1、TX1、
RX2、TX2、UTILITY、メーター画面の順番で切り替
わります。

2 ＋または－ボタンを押して、設定したい機能画面を表
示させる。

＋または－ボタンを押すごとに、選択したメニュー内
の設定項目名が変わります。

◆詳しくは、「メニューの階層」 （15 ページ）をご覧くださ
い。

3 設定項目が点滅するまで SETボタンを長押しする。

4 ＋または－ボタンを押して、設定を変更する。

5 SET ボタンを押して、変更内容を確定させる。

電源スイッチがOFFになっているチューナーのメニュー
は表示されません。

メーター画面
RX1 GP/CH

BAND
ACT CH SCAN
CLR CH SCAN
ENCRYPTION
CODEC MODE
SYSTEM DELAY

TX1 NAME
RF POWER
INPUT LEVEL
LCF
POWER SAVE
TIME
+48V
POWER SW LOCK
POWER SW STATE
RF REMOTE

RX2 GP/CH
BAND
ACT CH SCAN
CLR CH SCAN
ENCRYPTION
CODEC MODE
SYSTEM DELAY

TX2 NAME
RF POWER
INPUT LEVEL
LCF
POWER SAVE
TIME
+48V
POWER SW LOCK
POWER SW STATE
RF REMOTE

UTILITY RF ATT
AES/EBU LVL@MIC
SYNC SOURCE
WORD SYNC 75ohm
DELAY ADJUST
BATTERY TYPE
TIME
ALERT FUNCTION RF LOW

RF OVER
QL LOW
AF PEAK
TX BATT LOW
ENCRYPTION
WORD SYNC
CODEC MODE
EXIT

QL ALERT SENS
BRIGHTNESS
DIMMER MODE
FACTORY PRESET
VERSION

メーター画面へ

ご注意

機能名メニュー名

設定項目
メニューの表示と詳細設定 15
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ユーティリティーメ
ニュー
◆ メニュー操作の方法について詳しくは、「メニューの基本操作」 
（15 ページ）をご覧ください。

ユーティリティーメニューは、本機の基本設定に関わる項
目が含まれているメニューです。
ここでは機能の説明と変更項目を説明します。下線表記は
工場出荷時の設定です。

アンテナ入力のアッテネーター設定
（RF ATT）

アンテナ入力のアッテネーターを設定します。
設定したアッテネーター量は、ANT a 端子、ANT b 端子
の両方に適用されます。

0dB/5dB/10dB

AES/EBU出力基準レベルの選択
（AES/EBU LVL@MIC）

AES/EBU出力の基準レベルを選択します。
受信しているトランスミッターのオーディオ入力レベル設
定がLINE の場合（ヘッドルームが－ 20dBFS の信号）、こ
の機能の設定は無効です。

アナログ出力では機能しません。

－36dBFS LINEAR：トランスミッターから送られてき
た音声を、ヘッドルーム 36dB を保ったまま出力します。
－20dBFS LIMITER：通常のAES/EBUインターフェー
スに合わせて、基準レベルを－ 20dBFS に変更します。ト
ランスミッターから送られてきた音声はコンプレッサー処
理されます。
－20dBFS ST LIMIT：－ 20dBFS LIMITERモードと同
様に基準レベルを－ 20dBFS に変更し、チューナー 1と
チューナー 2の音声にかかるコンプレッサーをリンク動作
させます。2台のトランスミッターでステレオ音声素材を
伝送するときに使用します。

同期信号の選択（SYNC SOURCE）
本機の同期信号源を選択します。
32kHz － 6%から 96kHz ＋ 6%までの外部同期（ワードク
ロック）に対応します。

INTERNAL：内部の同期信号（48kHz）で動作します。
AUTO：外部からの同期信号を優先し、外部同期が無く
なった場合には自動的に内部同期に切り替わります。現在
選択されている同期信号を「INTERNAL」または
「EXTERNAL」で表示します。
EXTERNAL：外部からのワードクロック信号に同期して
動作します。現在の同期状態を「UNLOCK」または
「LOCK」で表示します。

「EXTERNAL」に設定すると、外部からのワードクロック
信号が入力されている場合のみ、デジタル信号が出力され
ます。

同期信号の終端（WORD SYNC 75ohm）
WORD SYNC 入力端子を 75Ω終端する機能です。

ON：75Ωで終端する。
OFF：75Ωで終端しない。

本機の電源をOFFにすると終端は開放されます。

チャンネル間の遅延差補正（DELAY 
ADJUST）

本機で使用する 2台のデジタルワイヤレストランスミッ
ターのモデルやコーデックモードが異なる場合は、チュー
ナー 1、2 の間で遅延時間に差が出ます。その場合、本機能
をONにすると、遅延時間が大きいほうのチューナーに合
わせてもう一方の遅延時間を補正します。
ミキサーやディレイプロセッサーなどで遅延時間を補正す
る場合は、OFF に設定したままでお使いください。
工場出荷時はOFFに設定されています。

電池の種類設定（BATTERY TYPE）
使用している電池の種類に合わせて設定しておくと、より
正確に電池残量を表示できます。

TYPE1：アルカリ単 3形乾電池をお使いになるときの推
奨設定です。新品の特定のメーカーのアルカリ単 3形乾電
池の特性を基準に残量を表示します。
TYPE2：充電式ニッケル水素電池をお使いになるときの
推奨設定です。

ご注意

機能名メニュー名

設定項目

ご注意

ご注意
ユーティリティーメニュー



TYPE3：リチウム乾電池をお使いになるときの推奨設定
です。

• 電池の特性は、電池の種類や使用環境などによって変わ
ります。ご使用になる電池の特性をあらかじめご理解の
うえ、運用することをおすすめします。

• 単 3形リチウムイオン充電池は使用できません。

累積使用時間の表示（TIME）
使用時間の目安として、本機の累積使用時間を表示します。
工場出荷時の設定は、00:00 です。

時間表示をリセットするには

1 時間表示が点滅するまで SETボタンを長押しする。

2 －ボタンを押し、「00:00 RESET」が表示された状態で
SETボタンを押す。

アラートに関する機能（ALERT 
FUNCTIONサブメニュー）
ALERTインジケーターによる警告を行うかを設定します。

高周波入力レベル低下（RF LOW）
高周波入力レベルの低下を検出したときに、ALERTイン
ジケーターによる警告を行うかを設定します。
ON/OFF 

高周波入力レベル超過（RF OVER）
高周波入力レベルの過大入力を検出したときに、ALERT
インジケーターによる警告を行うかを設定します。
ON/OFF 

受信信号品質低下（QL LOW）
受信信号品質の低下を検出したときに、ALERTインジ
ケーターによる警告を行うかを設定します。
ON/OFF 

受信信号の品質の低下を検出したと判断するレベルを設定
できます。

◆ 詳しくは、「受信信号品質の低下を判断するレベルを設定する
（QL ALERT SENS）」 （17 ページ）をご覧ください。

オーディオ入力のピークレベル超過（AF 
PEAK）

オーディオ入力のピークレベルの超過を検出したときに、
ALERTインジケーターによる警告を行うかを設定します。
ON/OFF 

トランスミッターの電池残量低下（TX BATT 
LOW）

トランスミッターの電池残量の低下を検出したときに、
ALERTインジケーターによる警告を行うかを設定します。
ON/OFF 

秘匿通信設定の不一致（ENCRYPTION）
トランスミッターと本機の秘匿通信設定の不一致を検出し
たときに、ALERTインジケーターによる警告を行うかを
設定します。
ON/OFF 

外部同期信号の同期外れ（WORD SYNC）
外部同期（ワードクロック）に同期できない場合に、
ALERTインジケーターによる警告を行うかを設定します。
ON/OFF 

オーディオコーデックモードの不一致
（CODEC MODE）

トランスミッターと本機のオーディオコーデックモードの
不一致を検出したときに、ALERTインジケーターによる
警告を行うかを設定します。
ON/OFF 

受信信号品質の低下を判断するレベル
を設定する（QL ALERT SENS）
受信信号の品質が低下したと判断するレベルを設定します。

HIGH：QLメーターが 4目盛り以下になった場合に低下と
判断します。
MID：QLメーターが 2目盛り以下になった場合に低下と
判断します。
LOW：QLメーターが 1目盛り以下になった場合に低下と
判断します。

ALERT FUNCTIONサブメニューのQL LOWがOFFの
場合、受信信号の品質が低下してもALERTインジケー
ターは点灯しません。

◆ 詳しくは、「受信信号品質低下（QL LOW）」 （17 ページ）をご
覧ください。

ご注意

補足

ご注意
ユーティリティーメニュー 17
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ディスプレイの明るさ設定
（BRIGHTNESS）

有機 ELディスプレイの明るさを 10 段階で調整します。
設定できる値は下記のとおりです。
（暗）1 2 3 4 5 6 7 8 9 10（明）

ディスプレイの自動消灯（DIMMER 
MODE）

一定時間後、有機 ELディスプレイの明るさを減光したり、
消灯させる機能です。

AUTO OFF：30 秒後に消灯します。SETや＋または－ボ
タンを押すと点灯します。
AUTO DIMMER：30 秒後に減光します。SETや＋または
－ボタンを押すと点灯します。
ALWAYS ON：ディスプレイの明るさ設定機能で設定さ
れた明るさで常時点灯します。

工場出荷設定に戻す（FACTORY PRESET）
UTILITY メニューの各設定項目を工場出荷時の状態に戻
します。
SETボタンを長押しすると、工場出荷設定に戻すことを確
認するメッセージが表示されます。＋または－ボタンを押
してYES を選択し、SETボタンを押すと、本機の設定が
工場出荷設定に戻ります。

ソフトウェアバージョンの表示
（VERSION）

本機のソフトウェアバージョンを表示します。

RX1/2（チューナー
1/2）メニュー
◆ メニュー操作の方法について詳しくは、「メニューの基本操作」 
（15 ページ）をご覧ください。

RX1/2 メニューは、本機の主機能であるデジタルワイヤレ
スレシーバーの機能を設定するメニューです。

* 現在ダイバシティー機能で選択されているアンテナ名称が a
または bで表示されます。

ディスプレイの表示内容はモデルにより異なります。お使
いのモデルによっては、上記のディスプレイ表示と内容が
異なる場合があります。

グループ /チャンネルの選択（GP/CH）
受信するグループとチャンネルを設定します。工場出荷時
の設定は、「対応する周波数帯とチャンネル間隔」 （31 ペー
ジ）をご覧ください。

◆ 詳しくは、「周波数帯域 /グループ /チャンネルを選択する」 
（10 ページ）をご覧ください。

周波数帯域の選択（BAND）
受信する周波数帯域を選択します。工場出荷時の設定は、
「対応する周波数帯とチャンネル間隔」 （31 ページ）をご覧
ください。

B帯モデルでは変更できません。

◆ 各周波数帯域に含まれるグループとチャンネルについて詳しく
は、CD-ROM に収録されている周波数リストをご覧ください。

アクティブチャンネルスキャン機能
（ACT CH SCAN）

アクティブチャンネルスキャンを実行します。

◆ 詳しくは、「アクティブチャンネルスキャン機能を使う」 （11
ページ）をご覧ください。

ご注意

ご注意

＊機能名メニュー名

設定項目
RX1/2（チューナー1/2）メニュー



クリアチャンネルスキャン機能（CLR 
CH SCAN）

クリアチャンネルスキャンを実行します。

◆ 詳しくは、「クリアチャンネルスキャン機能を使う」 （11 ペー
ジ）をご覧ください。

秘匿通信機能（ENCRYPTION）
秘匿通信機能を設定します。

SECURE KEY：暗号鍵方式で設定する。
PASSWORD：パスワード方式で設定する。
OFF：秘匿通信機能を使わない。

◆ 詳しくは、「秘匿通信機能を使う」 （12 ページ）をご覧くださ
い。

オーディオコーデックモードの設定
（CODEC MODE）

オーディオコーデックモードを設定します。
ペアリング済みのトランスミッターがある場合は、トラン
スミッター側のオーディオコーデックモードも同時に切り
替わります。
MODE1：第一世代のDWXシリーズと互換性のあるオー
ディオコーデックモードです。
MODE2：遅延時間を低減したオーディオコーデックモー
ドです。MODE1 と比較して、音質も改善しています。通
常の環境下では、このモードでの使用を推奨しています。
MODE3：安定した伝送性能を優先したオーディオコー
デックモードです。不測の妨害波によるノイズや音切れを
抑制する信号処理を追加し、より信頼性の高い伝送を実現
しています。
MODE5：最小チャンネル間隔 250 kHz でのチャンネル設
定を可能とした、アナログワイヤレスマイクとの混在運用
に適したオーディオコーデックモードです。

MODE5 に設定できるのは、Bモデルのみです。
ポータブルベースユニット PB-01 とワイヤレススタジオは、
MODE5 に対応していません。PB-01 装着時には、 MODE5
以外を使用してください。

通常の環境下では、遅延時間を優先したMODE2 での使用
を推奨しています。ただし、第一世代のDWXシリーズと
組み合わせて使用する場合はMODE1 を、不測のパルス性
妨害波のある環境下ではMODE3 を使用してください。
送信機と受信機の間がペアリングされていて、Cross 
Remote 機能が有効なときに本機の RXメニューでMODE5
を選択すると、MODE5 の設定は送信機に反映されますが、
送信機側の RF送信電力設定の画面も表示されます。
MODE5 を使用して、250 kHz 等間隔のチャンネル設定に

したデジタルワイヤレスシステムのみで同時運用を行う場
合は、送信機側の RF送信電力を LOWに設定することを
推奨しています。
送信機側の RF送信電力をHIGHに設定した場合、使用環
境によってはノイズや音切れが生じる場合があります。

音声信号遅延時間の表示（SYSTEM 
DELAY）

デジタルワイヤレストランスミッターから本機の音声出力
までの音声信号遅延時間を表示します。
デジタル方式のワイヤレスマイクには音声信号の処理時間
があるため、トランスミッターの入力からレシーバーの出
力までに遅延時間が発生します。この遅延時間表示は、遅
延の発生しないアナログ機器の音声信号と組み合わせて取
り扱うための重要な情報になります。

D：トランスミッターの入力から本機のデジタル出力まで
の遅延時間を表示する。
A：トランスミッターの入力から本機のアナログ出力まで
の遅延時間を表示する。

ご注意
RX1/2（チューナー 1/2）メニュー 19
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TX1/2（トランスミッ
ター仮想1/2）メニュー
◆ メニュー操作の方法について詳しくは、「メニューの基本操作」 
（15 ページ）をご覧ください。

ソニーのデジタルワイヤレストランスミッターは、デジタ
ル音声データだけでなくトランスミッター本体の設定情報
もメタデータとして送信します。
本機は、受信したメタデータをTX1/2 メニュー使ってディ
スプレイに表示させることができます。

a) 受信しているトランスミッターの送信電力設定を表示し
ます。

• ディスプレイの表示内容はモデルにより異なります。お
使いのモデルによっては、上記のディスプレイ表示と内
容が異なる場合があります。

• トランスミッターが電源OFFまたはサービスエリア外に
いる場合は、「NO DATA」と表示されます。またトラン
スミッターに機能が搭載されていない場合は「NO 
FUNCTION」と表示されます。

トランスミッター名称の表示（NAME）
本機で受信しているトランスミッターの名称を表示します。

送信電力設定の表示（RF POWER）
受信しているトランスミッターの送信電力設定を表示しま
す。

オーディオ入力レベルの表示（INPUT 
LEVEL）

トランスミッターの入力レベル設定を表示します。また、
オーディオ入力レベルがMIC に設定されている場合は、
アッテネーターの量を表示します。

ローカットフィルター設定の表示
（LCF）

トランスミッターのローカットフィルター設定を表示します。

省電力設定の表示（POWER SAVE）
トランスミッターの省電力設定を表示します。

累積使用時間の表示（TIME）
トランスミッターの累積使用時間を表示します。

+48V電源設定の表示（+48V）
トランスミッターの +48V 電源設定を表示します。

POWERスイッチのロック（POWER SW 
LOCK）

トランスミッターの POWERスイッチロック機能の設定を
表示します。

POWERスイッチの状態（POWER SW 
STATE）

トランスミッターの POWERスイッチの状態を表示しま
す。

Cross Remote（RF REMOTE）
本機と本機と組み合わせて使うトランスミッターとの間で、
ワイヤレスリモートコントロール機能を使用する場合に設
定が必要な項目です。

OFF：ワイヤレスリモートコントロール機能を停止する。
ON：すでにペアリングされている相手とワイヤレスリ
モートコントロール機能を開始する。
PAIRING：新たにペアリングを実行する。

◆ 詳しくは、「Cross Remote を使う」 （21ページ）をご覧ください。

ご注意

音声RF信号

メタデータ

ワイヤレスリモート
コントロール

a） 機能名メニュー名

設定項目
TX1/2（トランスミッター仮想1/2）メニュー



Cross Remote を使う
本機は、TX1/2（トランスミッター仮想 1/2）メニューで
トランスミッターの設定（ローカットフィルターやアッテ
ネーター操作、電源制御など）を制御できるワイヤレスリ
モートコントロール機能を搭載しています。これにより現
場での運用や管理がより簡単に行えます。
ワイヤレスリモートコントロールには、デジタルワイヤレ
スオーディオの RF帯域に影響を与えない 2.4 GHz 帯 
IEEE802.15.4 方式を採用しています。
この機能は、ワイヤレスリモートコントロール機能で、制
御したいトランスミッターと本機をペアリングすることに
より使用可能になります。

ペアリングするには
ペアリングとは、ワイヤレスリモートコントロール機能で
操作を行いたいトランスミッターと本機の対（ペア）を作
ることです。
以下の手順で設定します。
なお、以下の手順のほかに、－ボタンを押しながらチュー
ナー 1またはチューナー 2の POWERスイッチをONにす
ることでも、ONにしたチューナーとトランスミッターと
のペアリング動作を開始できます。

1 MENU SELECT ボタンを押して、TX1/2 メニューを表
示させる。

2 ＋または－ボタンを押して、RF REMOTE画面を表示
させる。

3 設定項目が点滅するまで SETボタンを長押しする。

4 ＋または－ボタンを押して、PAIRING を選択する。

5 SETボタンを押して決定する。

制御したいトランスミッターを、あらかじめペアリン
グモードに設定してください。

◆詳しくは、トランスミッターの取扱説明書ご覧ください。

トランスミッターの探索を開始し、ディスプレイにペ
アリング可能なトランスミッター名が表示されます。
探索中に本機の操作ボタンを押すと、ペアリングモー
ドはキャンセルされます。

6 表示されたトランスミッターの名前の中から＋または
－ボタンを押して、ペアリングしたいトランスミッ
ターを選択する。

7 SET ボタンを押して決定する。

選択したトランスミッターとの通信が始まり、ディス
プレイにワイヤレスリモートコントロールコンディ
ション表示が表示されます。
コンディションレベル（ ）が上がり、リモート
コントロールができるようになります。

• ディスプレイの表示内容はモデルにより異なります。お
使いのモデルによっては、上記のディスプレイ表示と内
容が異なる場合があります。

• 本機で設定した受信チャンネル（CH）が、トランスミッ
ター側でワイヤレスリモートコントロール機能との併用
を禁止されているチャンネルの場合は、UNMATCH画
面が表示されます。
その場合は、本機の受信チャンネルを変更してください。
禁止チャンネルを使用したいときは、トランスミッター
のメニューで REMOTEを OFFにして禁止チャンネルを
解除し、手動でトランスミッターのチャンネルを設定し
てください。

Cross Remote コンディション表示について
ワイヤレスリモートコントロール機能の電波状態を 4段階
で表示します。

ワイヤレスリモートコントロール機能をOFFにしている
場合には、このアイコンは表示されません。

前回のペアリング設定でCross Remote
を使うには
TX1/2 メニューで RF REMOTEを選択し、設定項目を
ONにする。

• RF REMOTE設定をONにしても、前回ペアリングされて
いたトランスミッター以外との通信はできません。別の
トランスミッターとワイヤレスリモートコントロール機
能を使うには、あらためてそのトランスミッターとペア
リング設定してください。

ご注意

：通信状況が良好

：通信状況がやや良好

：通信状況がやや良くない

：通信状況が良くない

：ペアリングされたレシーバーと通信できない

ご注意

Cross Remote コンディション表示
Cross Remote を使う 21
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• 複数のトランスミッターとペアリングすることはできま
せん。

本機からコントロールできる機能
• 周波数帯域 /グループ /チャンネル設定
• RF送信電力設定
• オーディオ入力レベル設定のアッテネーター
• ローカットフィルター設定
• 省電力設定
• ＋ 48V 設定
• オーディオコーデックモード設定
• POWERスイッチのロック設定

◆ トランスミッターの設定方法について詳しくは、「本機でトラン
スミッターの設定を変更する」 （22 ページ）をご覧ください。

Cross Remote を停止するには
TX1/2 メニューでRF REMOTEを選択し、設定項目を
OFFにする。

Cross Remote に関するご注意
本機のワイヤレスリモートコントロール機能は 2.4 GHz 帯
を使用しているため、他の機器からの電波干渉を受ける可
能性があります。
• ペアリングが完了しない場合（Pairing fail が表示された
場合）は、再度ペアリングを行ってください。
一定時間内にトランスミッターとレシーバーの通信が完
了しなかったことが考えられます。
近くで他のレシーバーがペアリングを行っている場合、
完了しづらくなることがあります。

• リモートコントロールがつながりにくい場合は、RF 
REMOTE画面でワイヤレスリモートコントロール機能
をOFF/ONし、再度トランスミッターと接続し直すこと
により改善（干渉の少ないチャンネルに移動）する場合
があります。

本機でトランスミッター
の設定を変更する
◆ メニュー操作の方法について詳しくは、「メニューの基本操作」 
（15 ページ）をご覧ください。

本機とペアリングされたトランスミッターの設定を、RX1/
RX2 メニューやTX1/2（トランスミッター仮想 1/2）メ
ニューで変更することができます。

ディスプレイの表示内容はモデルにより異なります。お使
いのモデルによっては、上記のディスプレイ表示と内容が
異なる場合があります。

グループ /チャンネルの設定（GP/CH）
この設定は RX1/RX2 メニューのGP/CH画面で行います。

◆ 詳しくは、「周波数帯域 /グループ /チャンネルを選択する」 
（10 ページ）をご覧ください。

周波数帯域の設定（BAND）
この設定は RX1/RX2 メニューのBAND画面で行います。

◆ 詳しくは、「周波数帯域 /グループ /チャンネルを選択する」 
（10 ページ）をご覧ください。

送信電力の設定（RF POWER）
トランスミッターの送信電力を変更します。

トランスミッターの最大送信電力設定を変更した場合は、
必ずペアリングを実行してください。ワイヤレスリモート
コントロール機能を使った送信電力の設定が行えなくなる
可能性があります。

ご注意

ご注意

本機

トランスミッター
本機でトランスミッターの設定を変更する



◆ ペアリングについて詳しくは、「ペアリングするには」 （21 ペー
ジ）をご覧ください。

オーディオ入力レベルの設定（INPUT 
LEVEL）

トランスミッターの入力レベル設定がMICに設定されてい
る場合、アッテネーターの値を変更します。
選択できるアッテネーターの値は、トランスミッターの機
能により異なります。

ローカットフィルターの設定（LCF）
トランスミッターのローカットフィルター設定を変更します。

選択できる周波数は、トランスミッターの機能により異な
ります。

省電力設定（POWER SAVE）
電池消耗を抑えるため、ワイヤレスリモートコントロール
機能でトランスミッターの電源をスリープに設定すること
ができます。

トランスミッターの電源を SLEEP（スリープ）に変更した
場合、音声 RF信号がストップしてメタデータも送信され
なくなるため、TX1/2（トランスミッター仮想 1/2）メ
ニューのデータ表示は、POWER SAVE画面の SLEEP 表
示以外はすべてNO DATAになります。

+48V電源設定の変更（+48V）
トランスミッターの +48V を ON/OFFできます。

トランスミッターによっては、本機能に対応していない場
合があります。

Cross Remote の設定（RF REMOTE）
OFF：ワイヤレスリモートコントロール機能を停止する。
ON：すでにペアリングされている相手とワイヤレスリ
モートコントロール機能を開始する。
PAIRING：新たにペアリングを実行する。

◆ 詳しくは、「Cross Remoteを使う」 （21ページ）をご覧ください。

オーディオコーデックモードの設定
（CODEC MODE）

この設定は RX1/RX2 メニューのCODEC MODE画面で行
います。

トランスミッターによっては、本機能に対応していない場
合があります。

POWERスイッチのロック設定
（POWER SW LOCK）

トランスミッターの POWERスイッチをロックするかどう
かを設定します。ご注意

ご注意

ご注意

ご注意
本機でトランスミッターの設定を変更する 23
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ブロックダイヤグラム
ブロックダイヤグラム



ALERTインジケーターが点灯したら

ALERT FUNCTIONサブメニューの該当する設定項目がOFFになっている場合は、他のインジケーターやディスプレイ部の
表示が変わっていてもALERTインジケーターは点灯しません。工場出荷時はQL LOWのみONになっています。

他のインジケーターまたはディスプレイ部の表示
（ALERT FUNCTION サブメニューの該当する設定項目）

警告の原因 処置

AF/PEAKインジケーターが赤く点灯（AF PEAK） トランスミッターのオーディオ入力が
ピークレベルを超えている。

トランスミッターのオーディオ入力アッテ
ネーターを変更して入力レベルがピークを超
えないようにしてください。
ワイヤレスリモート機能で本機からの設定変
更が可能です （21 ページ）。

電池残量表示が点滅（TX BATT LOW） トランスミッターの電池が間もなく切
れる。

トランスミッターの電池を交換してください。

QLメーターの点灯本数が減少（QL LOW） アンテナへの電波入力レベルの低下ま
たは妨害波（混信）などの影響で受信
信号の品質が低下している。

（1）RFインジケーターが赤く点灯または消灯
している場合は、アンテナへの電波入力
の不足が考えられます。
• トランスミッターの送信電力の設定を確
認してください。

• 受信アンテナ、レシーバー間の各機器や
ケーブルの接続および設定を確認してく
ださい。

• トランスミッターと受信アンテナの距離
を近づけてお使いください。

（2）RFインジケーターが緑色点灯なのに、
QLメーターの点灯本数が減少する場合は
混信の可能性があります。
• 運用チャンネルプランに問題がないか確
認してください。

• ほかに運用している外来電波がないか確
認してください。

（3）受信信号の品質が低下したと判断するレ
ベルを変更することで、ALERT インジ
ゲーターを点灯させる基準を変更できま
す （17 ページ）。

RFインジケーターが橙色に点灯（RF OVER） アンテナへの電波入力レベルが 80 dBμ
（0 dBμ=1 μVEMF）以上ある。

多チャンネル同時運用に影響が出る可能性が
あります。次のいずれかを試してください。
• アンテナからトランスミッターを離してお使
いください。

• 本機の RF ATT設定値を上げてください。
RF ATT設定値を上げた場合は、必ずトラ
ンスミッターとレシーバーとの伝送距離限界
も確認してください。

RFインジケーターが赤く点灯または消灯（RF LOW） アンテナへの電波入力レベルが受信ぎ
りぎり、または受信不能。

• トランスミッターの送信電力の設定を確認し
てください。

• 受信アンテナ、レシーバー間の各機器やケー
ブルの接続および設定を確認してください。

• トランスミッターと受信アンテナの距離を近
づけてお使いください。

ENCRYPTION UNMATCHと表示される
（ENCRYPTION）

トランスミッターと本機の秘匿通信設
定が合っていない。

トランスミッターと本機の秘匿通信設定を合
わせてください （12 ページ）。

WORD SYNC UNLOCKと表示される（WORD SYNC） DIGITAL OUT端子からの出力信号が、
外部同期ワードクロックに同期してい
ない。

• 同期信号入力部の接続が正しいかを確認して
ください。

• 同期信号が本機の仕様にあっているか確認し
てください。

CODEC MODE UNMATCHと表示（CODEC MODE） トランスミッターと本機のオーディオ
コーデックモードが合っていない。

トランスミッターと本機のオーディオコー
デックモードの設定を合わせてください。
ALERTインジケーターが点灯したら 25
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エラーメッセージ

表示 意味

CODEC MODE UNMATCH 送信機と受信機のコーデックモードが合っていない。

ENCRYPTION UNMATCH 送信機と受信機の秘匿通信機能設定が合っていない。

USB DEVICE NOT SUPPORTED サポートしていないUSB デバイスが接続された。

USB HUBS NOT SUPPORTED USB ハブが接続された。

USB DEVICE NOT RESPONDING USB デバイスからの応答がない。

USB ERROR OVER CURRENT USB の電流供給能力を超えた。

RX EEP ROM ERROR EEPROMに書かれたデータが正しくない。

Channel Plan Data Error チャンネルプランデータが正しくない。
エラーメッセージ



故障かなと思ったら

修理に出す前に、もう一度点検してください。それでも正常に動作しないときは、お買い上げ店またはソニーのサービス窓口
にお問い合わせください。

症状 原因 対策
電源が入らない。 電池の＋、－が逆になっている。 正しい方向に入れ直してください。

電池が消耗している。 新しい乾電池に交換してください。
外部電源入力端子に正しく接続されてい
ない。

奥までしっかりと接続してください。

音が出ない。 トランスミッターとレシーバーのチャン
ネルが違っている。

トランスミッターとレシーバーのチャンネルを合わせてください。

トランスミッターの電源がOFF になっ
ている。

トランスミッターの電源、電池を確認してください。

秘匿通信機能の設定が、レシーバーとト
ランスミッターとで違っている。

トランスミッターとレシーバーの秘匿通信機能の設定が同じになっているか
確認してください。

同期信号の設定が適切ではない。 同期信号の選択（SYNC SOURCE）機能で同期信号を INTERNAL に設定す
るか、外部同期信号で運用している場合には、同期信号の接続が正しいこと
を確認しAUTOまたは EXTERNAL に設定してください。

オーディオコーデックモードの設定が、
レシーバーとトランスミッターとで違っ
ている。

レシーバーとトランスミッターのオーディオコーデックモードの設定を同じ
にしてください。

音が小さい。 トランスミッターのアッテネーターの設
定値が大きい。

トランスミッターのアッテネーターを適正量に設定してください。

AES/EBU 基準出力レベルが－ 36dBFS 
LINEARになっている。

出力基準レベルを用途に応じて設定してください （16 ページ）。

音が歪む。 トランスミッターのアッテネーターの設
定値が小さい。または 0である。

トランスミッターへの入力音量が過大です。音が歪まないようにトランス
ミッターのアッテネーターを設定してください。

トランスミッターの入力レベルをMIC
設定のまま、LINE レベルの信号を入力
している。

トランスミッターの取扱説明書を参考に、入力レベルを LINEに設定してく
ださい。

音切れ、ノイズが発生する。 トランスミッターの電源を切っても、レ
シーバーの RF インジケーターが点灯し
ている。

周辺に妨害波が出ています。まず、レシーバーの RF インジケーターが点灯
していないチャンネルに設定し、次に、トランスミッターを同じチャンネル
に設定してください。2本以上のトランスミッターを使用している場合は、妨
害電波のない他のグループに変更してください。クリアチャンネルスキャン
機能が便利です。

2台以上のトランスミッターが同じチャ
ンネルになっている。

同一チャンネルで 2本以上のトランスミッターは使用できません。周波数リ
ストに従って各トランスミッターのチャンネルを設定し直してください。

チャンネルが同一グループ内の設定に
なっていない。

本機のチャンネルプランは、複数台のトランスミッターを使用する場合、そ
れぞれのトランスミッターが混信しないように設定してあります。使用する
トランスミッターを同一グループ内のチャンネルに設定し直してください。

ワイヤレスリモートコント
ロールができない。

ペアリングされていない。 ペアリングを行ってください （21 ページ）。
通信可能な距離以上にトランスミッター
と離れている。

コンディションレベルを確認し、レベルが低い場合はトランスミッターとの
距離を近くしてください。

ペアになっていたトランスミッターが別
のレシーバーとペアリングされた。

再度、コントロールしたいトランスミッターとペアリングを行ってください。

USBキーボードが動かな
い。

対応できないUSB キーボードを使用し
ている。

使用できるUSBキーボードの条件を確認してください （14 ページ）。

ディスプレイが暗い。 ディスプレイの明るさが低く設定されて
いる。

メニュー設定でディスプレイの明るさを調節してください （18 ページ）。

電池がすぐに無くなる。 マンガン乾電池を使用している。 アルカリ乾電池を使用してください。
寒い環境で使用している。 低温時は電池寿命が短くなります。

デジタル接続時、接続した
機器の音声にノイズが入る。

本機と接続先の機器が同期運転できてい
ない。

接続先の機器が非同期入力（サンプリングレートコンバーター入力）に対応
していない場合、ワードクロックで同期運転する必要があります。

WORD SYNC IN 端子が 75Ω終端され
ていない。

本機がエンドデバイスになっている場合や、ワードクロックマスターに本機が
1台だけ接続されている場合は、終端設定をする必要があります （10 ペー
ジ）。
故障かなと思ったら 27
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使用上のご注意

使用・保管場所
• 本機は周囲温度 0℃～ 50 ℃の範囲で動作します。
• 本機を電力機器（回転機、変圧器、調光器等）に近接し
て使用すると、磁気誘導を受けることがありますので、
できるだけ離して使用してください。

• 電飾などの照明器具により、かなり広範囲の周波数帯域
にわたり電波が発生し、妨害を受けることがあります。
この場合、受信アンテナの位置やワイヤレスマイクロホ
ンの使用位置により妨害が増減しますので、なるべく妨
害を受けない位置でご使用ください。

• 本機を騒音の多い場所や振動の多い場所で使用すると、
振動が直接本体に伝わり、雑音発生（マイクロホニック）
の原因となり、規定の S/Nを満足しない場合がありま
す。影響を受けると考えられるものには、次のようなも
のがありますので、十分に注意してください。
- 回転機、変圧器などの付近
- 空調機器より発生する騒音、または風を直接受ける場合
- PA（Public Address）システムのスピーカー付近
- スタジオなどに設置していて、スタジオの機器をぶつけた
り、たたいたり、物を落としたりした場合
対策としては、影響を受ける条件からできるだけ離した
り、緩衝材を敷くなどの処理をしてください。

お手入れ
• 水分やほこりの多い所、活性ガスにさらされる所で使用
したあとは、早めにコネクター部や本機表面のお手入れ
を行ってください。お手入れを怠ったり、このような場
所で長時間使用したりすると、機器の寿命を縮めるおそ
れがありますので、ご注意ください。

• 表面やコネクター部の汚れは、乾いた柔らかい布でふき
とってください。シンナーやベンジンなどの薬品類は、
表面の仕上げをいためますので使わないでください。

送信機のソフトウェアバージョンにつ
いて
トランスミッターのソフトウェアバージョンが本機との組
み合わせに適合していない場合、ワイヤレスリモートコン
トロール機能および秘匿通信機能が動作しないことがあり
ます。本機との組み合わせに適合しているトランスミッ
ターのソフトウェアバージョンは下記の表をご覧ください。
正しく動作させるにはソフトウェアをアップデートする必
要があります。なお、ソフトウェアのアップデートについ
ては、ソニーのサービス窓口へお問い合わせください。

◆ ソフトウェアバージョンの確認方法については、各送信機の取
扱説明書をご覧ください。

CODEC MODEの互換性について
CODEC MODEのMODE2 は、ソフトウェアバージョン
1.0x の機器とは伝送フォーマットに互換性がありません。
そのため、本機の CODEC MODEをMODE2 に設定してい
る場合、ソフトウェアバージョン 1.0x の機器を接続する
と、音声が出力されません。
ソフトウェアバージョン 1.0x の機器をお使いの場合は、ソ
ニー業務用オーディオホームページの「デジタルワイヤレ
スマイクロホンバージョンアップ」のページからバージョ
ン 1.1x 以降のソフトウェアをダウンロードし、アップデー
トを行ってください。

◆ ソフトウェアバージョンの確認方法については、お使いの機器
の取扱説明書をご覧ください。

対象機器
• DWM-02N
• DWM-03N
• DWT-B01N
• DWR-P01DN
• DWR-R02DN
• DWR-S02DN

受信チャンネルによる感度差について
使用するチャンネルによって受信感度に差がある場合があ
ります。運用開始時には、クリアチャンネルスキャン機能
を使って、影響が最も少ないチャンネルを選んで使用する
ことをおすすめします。
また、運用前には、送信機の電源がオフの状態で RFイン
ジケーターが点灯しないことを確認してください。

受信電波が弱い場合の音声劣化につい
て
デジタルワイヤレスシステムの場合、電波が届く限界距離
まで音声品質が一定に保たれます。さらに受信電波が弱く
なると、最終的にはデータの同期がとれなくなり音声断と
なります。そのような特性を踏まえ、ソニーのデジタルワ
イヤレスシステムでは電波の到達限界点から音声断にいた
る音声劣化の領域において、大きなノイズ音の発生を抑え、
極力自然に音声が劣化していくようデジタル処理を行って
おります。

機種名 ソフトウェアバージョン

DWM-01 バージョン 1.12 以降

DWT-B01（シリアルNo.30999 以下） バージョン 1.22 以降

DWT-B01（シリアルNo.31001 以上） バージョン 2.13 以降
使用上のご注意



CODEC MODE5について
ポータブルベースユニット PB-01 とワイヤレススタジオは、
CODEC MODE5 に対応していません。PB-01 装着時には、
MODE5 以外を使用してください。

主な仕様
レシーバー
伝送方式 WiDIF-HP × 2
受信方式 トゥルーダイバーシティ方式
回路方式 ダブルスーパーヘテロダイン
局部発振 水晶制御 PLLシンセサイザー
アンテナ端子 BNC-R、50Ω（2）
アンテナタイプ 取り外し可能
感度 20 dBμ以下（周囲温度 25 ℃、ビットエ

ラーレート＝ 1× 10-5 時、S/N劣化
なし）

オーディオ部
OUTPUT 1/2 端子

XLR-3-32 タイプ（2）
AES/EBU OUT端子

BNC-R、75Ω
WORD SYNC IN 端子

BNC-R、75Ω終端切替機能付き（32 kHz
～ 96 kHz）

PHONES 端子 Ø3.5 mm ステレオミニジャック
基準出力レベル アナログ：－ 58 dBu

デジタル：－ 36 dBFS/
－ 20 dBFS 切り換え
（0 dBu ＝ 0.775 Vrms）

ダイナミックレンジ
106 dB 以上
（A-weighted）

全高調波歪率 MODE1、MODE2：0.03% 以下
MODE3：0.3% 以下
MODE5：0.3% 以下（Bモデルのみ）

音声遅延時間 アナログ出力
MODE1：1.9 msec
MODE2：0.5 msec
MODE3：1.9 msec
MODE5：0.7 msec（Bモデルのみ）

デジタル出力
MODE1：1.9 msec
MODE2：1.5 msec
MODE3：2.8 msec
MODE5：1.6 msec（Bモデルのみ）
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30
一般
外形寸法図（単位：mm）
（付属のホイップアンテナ取り付け時）

* WS 帯モデル /B 帯モデル：205 mm
1.2 GHz 帯モデル：166 mm

質量 約 620 g（単 3形アルカリ乾電池含む、ア
ンテナ含まず）

ワイヤレスリモートコントロール
2.4 GHz 帯 IEEE802.15.4 準拠

電源電圧 DC 9.0 V（単 3形アルカリ乾電池 6本）
DC 12.0 V（DC IN）

消費電流 約 240 mA（DC 9 V 時）
乾電池動作時間 約 5時間（外気温 25 ℃、アルカリ乾電池 

単 3 形（LR6）、ワイヤレスリモート
コントロール機能OFF、ディスプレ
イの自動消灯設定AUTO OFF、デジ
タル出力OFF、ヘッドホン未接続で 2
チャンネル連続使用時）

約 7.5 時間（外気温 25 ℃、アルカリ乾電
池 単 3 形（LR6）、ワイヤレスリモー
トコントロール機能OFF、ディスプ
レイの自動消灯設定AUTO OFF、デ
ジタル出力OFF、ヘッドホン未接続
で 1チャンネル連続使用時）

許容動作温度 0℃～ 50 ℃
許容保存温度 － 20 ℃～＋ 60 ℃
付属品 ホイップアンテナ（2）

キャリングケース（1）
マウントプレート（1）
ショルダーベルト（1）
DC電源ケーブル（1）
端子カバー（予備）（2）
電池カートリッジ（予備）（1）
ご使用になる前に（1）
ワランティブックレット（1）
CD-ROM（1）
帯域識別ラベル（1）

仕様および外観は、改良のため予告なく変更することがあ
りますが、ご了承ください。
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対応する周波数帯とチャンネル間隔

本機には、TVホワイトスペース帯および特定ラジオマイク専用帯（WS帯）モデルが 3種、1.2 GHz 帯モデルが 1種、B帯モ
デルが 1種あります。

下線表記は工場出荷時の設定です。
チャンネル間隔：25 kHz

チャンネル間隔：125 kHz

＊バンドブロック（WL、WM、WH）は、送信機・受信機の対応周波数を識別するためのソニー独自の周波数帯域呼称です。

モデルNo.
（Model No.）

バンドブロック
（BAND BLOCK）*

周波数帯域（BAND） 周波数 工場出荷時の設定

WL WL TV13-16 470.150 ～ 494.000 MHz 00 13-010 470.250MHz

TV17-20 494.025 ～ 518.000 MHz

TV21-24 518.025 ～ 542.000 MHz

WM WM TV29-32 566.025 ～ 590.000 MHz 00 29-005 566.125MHz

TV33-36 590.025 ～ 614.000 MHz

TV37-40 614.025 ～ 638.000 MHz

WH WH TV41-44 638.025 ～ 662.000 MHz 00 41-005 638.125MHz

TV45-48 662.025 ～ 686.000 MHz

TV49-52 686.025 ～ 710.000 MHz

53 710.025 ～ 713.850 MHz

G 1.2G 1.2L 1240.150 ～ 1246.000 MHz 00 1.2L-010 1240.250MHz

1.2M 1246.025 ～ 1251.825 MHz

1.2H 1253.175 ～ 1259.850 MHz

モデルNo.
（Model No.）

バンドブロック
（BAND BLOCK）

周波数帯域（BAND） 周波数 工場出荷時の設定

B B B BAND 806.125 ～ 809.750 MHz ALL BF1/B11 806.125MHz
対応する周波数帯とチャンネル間隔 31




